


歯の健康Ⅰ とちぎ健康２１プラン

目 標

各ライフステージに応じた適切な歯周疾患・むし歯予防を実践し、

生涯にわたり自分の歯を２０本以上保てるよう努めます。

１ ８０２０運動について正しく理解します。

○自分の歯で食べることが生涯にわたる生活の質（ＱＯＬ）を高めることを理解し、８０歳で

自分の歯２０本を目標に、むし歯や歯周疾患にならないよう歯の健康を保ちます。

２ むし歯を予防します。

○幼年期から歯磨きの習慣を身につけ、保護者により仕上げ磨きや点検を行います。

○専門家の指導を受けてデンタルフロスや歯間ブラシなどの歯間部清掃用器具を用いて、自分に

合った歯口清掃を行います。

○甘味食品・飲物などの間食は時間を決めて与えるなど、間食の内容等を工夫し、栄養のバラン

スのとれた食生活を心がけ実践します。

○幼年期から積極的にフッ化物の利用（フッ化物塗布・フッ化物洗口・フッ化物配合歯磨き剤の

使用）に努めます。

３ 歯周疾患の発症・進行を予防します。

○専門家の指導を受けてデンタルフロスや歯間ブラシなどの歯間部清掃用器具を用いて、自分に

合った歯口清掃を行います。

○かかりつけ歯科医で定期的に歯と口の健康管理（専門的口腔ケア）を受けるよう心がけます。

○喫煙が歯周疾患の要因であることを知り、禁煙に努めます。

－ 1－

   H22  栃木県の歯科保健事業



県の取り組みと５か年の事業展開

取 組 の 方 向 ５ か 年 の 事 業 展 開

第１ステップ【よく知るために】

・歯の衛生週間やコンクール事業などを通して◆「８０２０運動」の普及啓発

「８０２０運動」の普及啓発を推進します。

「８０２０運動」を通して歯の健康に ・学校教育を通して児童生徒への歯科保健に関する普

関する普及啓発を進めます。 及啓発を推進します。

第２ステップ【実践するために】

・歯と歯肉の健康を増進するため、口腔ケアの必要性◆歯科疾患予防の推進

について普及啓発を行い、定期的な健診受診を勧奨

歯科保健指導の充実などむし歯や歯周 します。

疾患の予防を推進します。 ・幼児の歯科健康診査や歯のフッ化物利用（フッ化物

塗布・フッ化物洗口・フッ化物配合歯磨き剤の使

用）などを通して、幼児と保護者に対するむし歯予

防などの歯科保健対策の充実を図ります。

・歯周疾患検診を促進するとともに、健康教育や健康

相談を通した歯周疾患予防を促進します。

・学校の歯科検診などを通して、自分でむし歯や歯周

疾患の予防行動が取れるように支援します。

・県民の歯の健康づくりを支援するため、とちぎ歯の

健康センター事業を推進します。

第３ステップ【継続するために（環境づくり 】）

・歯科保健対策の拠点であるとちぎ歯の健康センター◆歯科保健体制の充実

の事業の充実と活用促進に努めます。

とちぎ歯の健康センターの充実や受診 ・障害者や高齢者の歯科保健の充実を図るため、歯科

機会の充実など歯科保健体制の充実を 診療の受診機会の確保に努めます。

図ります。 ・研修事業を通して、地域保健担当者・歯科保健医療

従事者・教育関係者などの資質向上に努めます。

・高齢者の口腔機能向上の支援に努めます。
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ライフステージに応じた目標とちぎ健康２１プラン

歯の健康

（誕生～概ね５歳）幼年期

○歯磨きの習慣を身につけ、保護者による仕上げ磨きや点検を行います。

○むし歯対策に効果的なフッ化物塗布を受けます。

、 。○むし歯の原因になりやすい甘味食品や飲料などの甘いおやつは 時間や回数を決めて与えます

○よくかむ食習慣を身につけます。

（概ね５歳～１５歳）少年期

○甘味食品や飲料などの減らし、食後の歯磨きの習慣を身につけます。

○むし歯予防に効果的なフッ化物の利用（フッ化物塗布・フッ化物洗口・フッ化物配合歯磨き剤

の使用）に努めます。

○かみごたえのある食べ物を食べるよう心がけます。

（概ね１５歳～２５歳）青年期

○自分に合った歯ブラシやデンタルフロス・歯間ブラシを選択し、すみずみまで歯垢を除去しま

す。

○かかりつけ歯科医で定期的に歯と口の健康管理（専門的口腔ケア）を受けるよう心がけます。

○子供の歯は妊娠中に作られることを理解します。

○かみごたえのある食べ物を食べるよう心がけます。

（概ね２５歳～４５歳）壮年前期

○自分に合った歯ブラシやデンタルフロス・歯間ブラシを選択し、すみずみまで歯垢を除去しま

す。

○かかりつけ歯科医で定期的に歯と口の健康管理（専門的口腔ケア）を受けるよう心がけます。

○子供の歯は妊娠中に作られることを理解します。

○かみごたえのある食べ物を食べるよう心がけます。
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（概ね４５歳～６５歳）壮年後期

○自分に合った歯ブラシやデンタルフロス・歯間ブラシを選択し、すみずみまで歯垢を除去しま

す。

○かかりつけ歯科医で定期的に歯と口の健康管理（専門的口腔ケア）を受けるよう心がけます。

○歯と口の働きを理解し、よくかむことを意識します。

（概ね６５歳～）高年期

○自分に合った歯ブラシやデンタルフロス・歯間ブラシを選択し、すみずみまで歯垢を除去しま

す。

○かかりつけ歯科医で定期的に歯と口の健康管理（専門的口腔ケア）を受けるよう心がけます。

○歯と口の働きを理解し、よくかむことを意識します。

○義歯は外して清掃し、取り外した口の中もきれいにします。

○いつまでも自分の歯で食べることができるよう、口腔機能の向上に努めます。

目標値とちぎ健康２１プラン

歯の健康

むし歯のない幼児の増加◆

・３歳児におけるむし歯のない者の割合の増加

一人平均むし歯数の減少（学齢期）◆

・１２歳児における１人平均むし歯数の減少

進行した歯周炎の減少（成人）◆

・４０歳における進行した歯周炎に罹患している者の割合の減少

８０歳で２０歯以上、６０歳で２４歯以上の自分の歯を有する人の増加◆

・８０歳における２０歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加

６０歳における２４歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加
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